






4 

 

 

 

 東アジア歴史 ･      コース 中国語 

 

 

                 

 

 

～ 今年度の活動概要＆目指すもの ～  

 

  

  

  

    

    

   東アジア歴史・中国語コースの歩み（ 沿革史 ） 

 
 平成15年４月 離島留学制度開始 

              原の辻歴史文化コース設置 

              （普通科歴史学専攻） 

 平成１７年４月 原の辻歴史文化コース中国語専攻設置 

 平成２２年４月 原の辻歴史文化コースを東アジア歴史・ 

              中国語コースと改称 

 平成22年８月 上海市光明中学と友好交流校（姉妹校） 

              締結     

 令和８年      現在コース生２０名（離島留学生１３名、 

              島内生７名） 

今年度の夏の研修・巡検 

【中国語専攻】 

 「東京方面」での中国語研修（中国語

実践プログラムとキャリア教育）  

          期間：７月２０日～７月２４日 

目的 

 ①学んだ中国語を実践する。 

     ②中国語を生かした進路について 

      考える。（企業研修等） 
*昨年度までは、上海で実施していましたが、昨今の国

際情勢により、今年度は中止となりました。 

 

【歴史学専攻①】 

「対馬」での島外巡検（２年生のみ） 

        期間：７月２１日～７月２２日 

            

【歴史学専攻②】 

「近畿方面」での島外巡検（２年生のみ） 

       期間：７月２７日～７月３０日 

目的 

①探究的な学びへの意欲を高める。 

     ②専門的な直接対話を通して、生 

         徒が学問の方法や考え方に触れ 

         る。 

R７の上海中国語研修で学んだもの（ 生徒より ） 

①自分の中国語力の向上を感じた。②初めては大変だけ

ど何事も挑戦することで、異文化を理解し、国際人として

過ごしていけるとわかった。③普段の授業が生かされ、

HSK6級に合格して、自分の夢と仕事の目標をかなえた

い。④悩んでいる暇はないので、しっかり学び続けたい。 

 

R7の東アジア歴史学巡検で学んだもの（ 生徒より ） 

①多くの山城を巡ったことで、構造を見学して比較できた

ことが良かった。②壱岐の城と比較して、共通点や特殊さ

を実感し、論文執筆につながった。 

   1年生の島内巡検「 松永安左エ門記念館 」を 

   訪問しました。（ ５/１１ ） 
  壱岐出身の日本の電気王‘電力の鬼’と称された松永安

左衛門氏。「なぜ電力の鬼と呼ばれるようになったのか」な

ど職員の方から説明を受けました。次に、石田町にある印

通寺港フェリーターミナルビル内にある展示スペースをも

見学し、見聞を広めました。松永氏の挑戦と成長は、小さな

積み重ねを大切にす

る姿勢やどのような

状況でも思考をプラ

スに向ける重要性を

教えてくれます。 

 

「お田植え祭」に参加し、 

古代米の植え付け体験を行う。  

    (５/３０） 
  初めて体験するコース生も弥生時代

の衣装である巻頭衣を着て、収穫を楽

しみに１本１本丁寧に植え付けました。

また、外国の方との交流もあり、歴史の

面白さを実感できました。 


